
            

                

『 結びの季節に、心に灯る確かなもの 』  
                           校長  

 

 冷たい風に、冬の訪れを感じる季節となりました。生徒たちは日々の学びを積み重ねな

がら、進級や進路への意識を少しずつ深めています。静かな季節の中に、前向きな歩みが

見えてきました。 

 １２月は「第７７回人権週間」（１２月４日〜１０日）があります。今年の標語は「『誰

か』のことじゃない。」。人権は、遠い誰かの問題ではなく、私たちの日常にあります。友

達との会話やＳＮＳ、教室での態度にも、誰かを傷つける言葉が潜んでいることがありま

す。人権を守るとは、思いやりを持つこと。生徒の皆さんには、自分の言葉や行動を見つ

め直す一週間にしてほしいと思います。 

 近年、ＳＮＳをきっかけにした中高生のトラブルが報告されています。ＳＮＳは友人と

の交流や情報発信の場として便利ですが、軽い気持ちの投稿が、思わぬ誤解や危険を生む

こともあります。学校では、こうした現状を踏まえ、安全な使い方を考える機会を設けて

います。投稿前に一度立ち止まり、相手の気持ちを考えることが、自分を守る第一歩です。

ご家庭でも、ＳＮＳの話題をきっかけに、子どもたちの感じていることや使い方について、

さりげなく話す時間を持っていただければと思います。 

 １２月１０日から「冬の交通安全運動」が始まります。ヘルメット着用や暗い時間帯の

安全な行動は命を守る習慣です。登下校時の服装や自転車の点検など、ご家庭でも安全意

識の向上にご協力をお願いいたします。 

 冬休みは、これまでの学習習慣をさらに伸ばすチャンスです。学びの質を高めるには『目

標設定』と『継続力』が大切です。たとえば『週の目標を付箋に書いて机に貼る』『達成し

たら色を塗って見える化する』『できたことを記録する』など、見える形で工夫することで

達成感が得られ、意欲が続きます。保護者の皆様には、達成を一緒に喜び合うような声掛

けが生徒の意欲につながります。 

 一年を振り返ると、生徒たちは多くの経験を通して確かな成長を遂げました。その歩み

の一つひとつが、次への力となっています。間もなく迎える新しい年が、生徒たちにとっ

てさらなる挑戦と飛躍の一年となるように、私たち教職員は、その挑戦を支え、共に喜び

合える存在でありたいと思います。 

 皆様にとっても、穏やかで希望に満ちた新年となりますよう、心よりお祈り申し上げま

す。新しい年もどうぞよろしくお願いいたします。 



 

  

                 


